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：北 J、形 破 ノ -'¥" Jソ シ柿 破
J、来 裂屯小迩ア i'J!J 裂
鼠L 総 ノ 命官年新山

r. 
会E Yf JIた J、鎖ュ盛 調一由
組問 況皆同紫十ニ 査
｛！~十 ヲ シ JJ ナ数活

ヲ ｝支 iPI~ 間二 JV ｛周到 1・既
J:J. 問 認さ JJ 十 ノ ノ シ

農
報商．

7 十 シ二八接収ー プ 務
イf jし タ十 日 シ裂主宰 f支

！：名分 九背 キ 火ニ 向［i
、

i ナニ 7五 r I 森 ヤ 孔熔、 、
ノV ‘i醐 伊 山本 ヲ Z包Z三, 佐
l!iil 秒 見詰 ＇M 年生正
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ν プ 此 岩 JV .＞、議宇 有 輪 時西

ノV 常雨塊慮表セ球 珠山 代 J、
「

部 ーー 白金 J、 ーー 商 フ 形 獄中 ーー *" 
分蒸 間加 J、卒 レ’ ノ ト 一日 於 τz 

ア 汽 ノ 藤爆滑靖国F 韓東 プ モ

リ ヲ 問理費 ニ不頂i シ西 屡 イ

プ 噴慮事作 シ規 丘ム 西ニ 爆」出

業‘ 出 ヲ 士用 プ J{lj ナ ーー 事ド 裂 ノ

割 J主 立 ノ 鵡某 ナ ？ ア 列 作裾
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畑 ア成 9 シ ナ l!l.'i ーー 一 ノ 長i n寺一、 、
セ '} lセ 前間 9 畑 ア 十 ！？年色刻

「
'} ノ '} 者歌 シ ス リ 八 震リ ノ ヲ、 、
今 ツ J、的 j} ノν 大 H J、細長芋
-'C ト 直 一甲 今・ヲ タF 今二 前畑 一日
間 :::r 径蒸 J、 見 上

」
後 者 ヲ t 

蹴 ノ 約汽瓢 タ 氏 五J 一 i止サ
ナ 一 五 ヲ ？互 ヲ 一 H寺 同 ク ノv一、
ク 農 十吐形ニ十 宇 シ 一 .::t: 、
盛 夫 間 キ ヲ 十九 大 f{［ ；駐車：、
ーー ノ 後土潟九 日 井 一f目ι”＼i(4今． ヨ干 ミノ

llJ.'f ~·担 者石 -e 日 午 上 2え ..7. 古rlj
畑察 ＿，、 ヲ ノV 大前 氏 l!i'! 者

九
J弔 ー 其飛ニヨi：九 －＇齢、 姻

j議 互L J、 ノ 上時 向 ノ 大
v 分 シ火氏頃 首司 AA 差
－＇・、 ノ 且孔蹴向 爺 態 ナ

八 一 ツ ト 察 i同 一日 功； "I-

月 ーー 一 ナ ノ 爺 於 持fj メI



f持 泥 殆 間 会 一ア 此十

此 流 ユノ 歌 タ l司 ヲ ノ 五

噴四 ヲ 四 ト 六的ニ休ー / 今如 西、 、 、 、
火 五流五 間十 ユ九止ニ噴之 f'. 国、 、 、
孔六 出七 Wr二蒸十ス 畑 う買 噴山、 、 、
／ 七 セ 八 ナ十汽 ノV ーー 概 火 ノ

、
数十 JV 十 タ 一 ヲ 一ー 止括孔頂

及ニ 屯 ｝！民 噴 ア ・守 ス ノ 上、
位 ノ 十 煩 出 フ

, 
レ数北

量 四 ス るr J毛 今ー ハ J、 部
、 、

J、 十 JV 砂 時 J、次十＝

詳 五 =c 石 々 会 ノ 五 ア

品目 ノ ヲ 品目 タ 京日 品 9 
、

ーー 飛 畑 休 シ遼噴

資 J、 ヲ 止 シ姻、

調i ~ ．奉， セ 其 ノ

v =E; ク ノV 開放

タ ノ /I/ =f: .:::. .態

JV 一・－ ノ 活及

毛 止
両:ii 動成
ノ所

ノ ．マ
時蛍L今調「

ノJ 生
『－ー JI( 朕 ノ

ア ぷ岳 乎 r 態時
コ＝，、

自期フ ノ フ，J、

ヨF テ官 芳首I

JV 、官｝灘"" 異 者

ヲ ナ 一日
以 JV 同

7 毛 シ

多
ノ

ニ
O



メ ヲ 連安俊英 ノ 時 カ 黒一 白 キ 今 少
ブ 後 J毛 シ落宰 一一 如 J脇陣姻 J、第 ノ、 、
n上 シ又又下 中路 q. ヲ ノ ノ 些十誤
1視乍茶菓セ ヲ 剣形認疾火少二差
ナ フ 調－ t也 ノV 飛 J、；氏 ょ、 風 :JL ノ 火ァ
9 且 騰 面 ごE 朔散 ヲ ノV 枯 ノ l民孔 JV、
蓋 ツ 落 一 ノ 二え 手ノ 錦 ト 林 綾 畑 及 ヲ

ν 井下落 JV プ ジ：，fl、: ヲ 5詮 ヲ 第 5色
此 ？ セ 下長 ゴJ 幾高 一 割l~ ヨ 認六 レ

ノ 且ノV .A 勝 如千 ク 果 フ 9 メ 火ス

J~＇t ツ l民 ノV セ 手ノ ノ 2さ畑 カ 晃 サ まし
石 i年石 ヤ

、
ノV 蓋 破中 ノ 如騰 JV

ノ ノV 中 I＇.’~i よ正 シ片 ーー 現 占そ Jξ ごE 就ス

日 )¥; 一日 々
_, 

此 i掛 井 貼 音 ノV 英：ク

明；長 J、 現： 諜塊 j時 J、 響 ヲ ；！年某
ヲ ，，、 民： 々 －＇，、 色 ト 手ノ 鏡 ヲ 見 ーー 活、 、
放施 白 恰 If寺 ノ ナ 白 ク 建を 白 活動
ツ 然畑 屯 ーー 斑 9 畑 尖 v 畑勤 ノ
＿，.＞、 自 ヲ 機相剣 プ J 、 9 図 ノ セ 航

主：銭授 闘街 J、落搭 プ 々 長 ン態

冷 ノ Jヨt 高包 突 自i 下曳十 タ ..＞、 ヲ

却畑ノV ヲ シ チ .A シ数 JV 次ス 翻
．ス 火 zε 放 プ l!t'i JV }T ノ 白第 ノV JV 

JV ヲ ノ ツ 錦石光雲魔畑 一日 ヤ 一由
一『 見 ア カ 然

、
ノ 景説創 中増初英

従 JV ヲ ま日 タ 集宛 ト ヲ ーー カH メ i時
ヒ ヲz ブ ヨそ ノV 合然 ナ 連様 シF ニ JI:
蹴如其骨骨 一ー 千 JV 二司、

、
々 同些ス

ーー ク 白 響藤 シ瀦 ト :'it :'it 時少 y

岩極畑 ヲ ヲ ブ 烏悶 y JV ーー }' 



起 ヲ 自L枯 l!t'i 〆、、 フ 六 要 l境 岩火瞳
;J 的 シ 死 火 シ 可百 セ 石 提孔 中
月I( ヲし ブ ジ ヨL フ 尺 シ ノ ノ 壁 ーー

Ii楽 ヨ 官lJ プ 周 サ ヲ ヲ 落ー ヲ 政
J~ ヲ ;J レ 校 国 ノV 得如下片構 llJcノ、、

1.V.: 議 或 ナ ノ ヲ ，、、 L〆 セ ヲ 成 セ

！泥へ ーす －－，、 ~ -'-・ 以 L、ノ， ;J JV モ Jξ JV ノ、
、 、

流 プグ 中 立七 プ 然之時合ノV 克
、

間及村J居 間i木町 暁 Lノ ヲ ム 岩持i

rt'f T 林 ）V
ヨ ト 歩鴫 石 ト 十 ヲ コ 塊 ヲ

｜ニヲ 日 ナ ーー 長 二ξ 秒計 ノ 放
出船 見挫 1ノ 漉 騰賞 ト 算 ヲ 破 散

物史 .!-< ま斤 ノV 1ν ノ 際 シ セ 全日 片 J屯

平、〆 -e ＿，；齢、 議 高 ＞、
プ JV JV ノ ]V 

、
.!,( ｛ι l ;J 間 犠 サ 備其 ーー r、、 号、 一日
ノV ーー 而 ヨ タ ノ、 ｝昇或 シ 一 由

ヲ FLI シ リ JV 約 j膏！時 JV 止 JV

生日 プ プ イLド4トi'} 森 二高 セ モ ・守 モ

ノV 椛主主十 林 千庭 JV ノ フ ノ

．，、、 梨 f:tiJ 一 .＞、 尺一 一一 高 ，，、 二λ ーー
、

シ ノ v 火化 ト 長 うT 六 ifil 三／

際 タ 手し 宇ノ 見騰 ヲ 秒 中 プ

ーー ノV 周 プ 儲 .A 計或 深 m1 
－＇・、 ニE 図 禿 シ Y 算 ）V 五千 チ

ノ ノ 11J プ モ .A モ 鹿其

暴 ＞、 大 差 ノ レ ノ 、有 ーー 噴
ヲー t司!:. 木 ナ 支 ア ，、 ＞、 存石
JV 某 －＇，、 ヲ ナ ノV 郎十 在 > 、

疾 頭算［或 カ "¥' チ 秒 .A 箪

風部 ヲ J、 ノV 疑 千 ヲ ;v ーー



Jζ 一 宮泌 1w: ープ 及 大端 ノ 北 f長 イ

｜後 Y 時 Y 土士現へ
、

・ー-- 1c~ 方 々 ノ i出
flt ヲ fl君臨ノハニ JV シ 湖 向 東淀 i%己
！ニ以約！~枯開第カ プ lll'.f~ ーー ノ 統、
之アニセ：n JJ 六 支lJ 主主 一宇 第：fj ヲ ~~ 、
ヲ 之十 JV 地一 3 シ ｝手法十 flu ~＊－ rm 、
t':I] ヲ 五． ごt:: 1日 日 '} J}b サ ”ヒ 一 一日 出火一 、包
．主 tM nrn ノ ノ 之内等 ，七 '} 火節 -t ヨL、 、
J、 メ ノ ..；診、、 ftii ヲ 入山 八就 :SL 六 Y 部、
恰 J、 議流ま：i網 目 H ---- jミ ヨ 火第五、b
ごi:: 恰皮勤泌隅ニ rl1J 一一 u‘a － '} 孔四火
一 よな ナ i毎土 -t IJ ノ i主 五 J、 τE 火 ヨL、 、
ノ 機 ソ メ ノ タ 小 洗 三／ ~~ Jtt ヲ 孔第、
裂［誌j i時 7 1'£ 其 官 出 タ 六方 J、 ヨ ー＿r.／、、
陣取共迅部： ノ J主，，~ ーー ノν 及 一一 北 火
三S ノ ノ ；事 ノ i五 i司 JI: ヨl 協之 々 ＿，、 ヲL
'} 決洗 ？ー・ 多勤 "V 主ll -1.:: ヲ

、
前北部

＊走 動 ミJ 少 ノ 碍 フ タ さf i五 ノ 々 七
3存 3、 J主 ア 等 i~さ ヒ 二;;I, ヲ シ方面火、
f"(, JV JV 大 一 皮 i五数 ノ m 五－~ [;rJ ノ 干し
ヲ メ1 ぷヤ ：森出 －＂、 出 i司

、
11~ v 2長 一一 方 2之、

放まn 白 プ nm シ 流 .::c タ ノ tr~ ‘ ！句 tr~
住； ク 畑 士 秘 ヨ ニタ 出 }fl；ノν Jξ ，七 一同 、
ス Ji!, ヲ ノ イと ヲ ノv ミト’ キ 百己 ノ 火第二
ノv ＝£． 

、 力主計 ア ！~＇1 ヲ タ 底土 ヲ 孔五火
:Ji 又 チ J:f.：ノV 出 目 JV 百 ノ 除 ヨ :}( :SL 
まll 流乍 一叩 ，、、 カ撃 .::c 数持 ケ タ まし ヨ

タ 出 5予 告量 ヨf ノ シ ノ 十五E J、 ＿..，、 ヨ ク

Ji!. シ 式住 Lノ ごを 強大 ーー 間 ＿，、 主主 北 '} 各

よJ:. タ ::fl J、 小弱森 ジ 一甲 最米東 J、 一、h・ 、



ロ （二） （一）ン ま／ メ 以園火時泥

降商降 タ 積！嘩 ト プ 化上柱孔 ヲ 流

方t 一世 主氏 yν ス "j)（ 直細事 ノ 形 ヨ 選 －－，、

波 ノ モ JV J、別粒的 泥 ノ ヲ .＞、 此
l場紋表 ノ ニE 地ス扶ニ 続深流 ざF ノ

方足状面 ナ 泥形へ ヲ 分 J、 ？？ 出 JV 如
ノ ノ .＞、 ク 流 ノ カ 呈解岩一 セ ヲ ク

範凹常 .＞、 品 フ シ シ石尺 JV 以流

国凸 一日 一低 ず降 7 ノ 汚泥 Jテ 動、
..＞、 ア 卒 定問ノv tR.泥機至流熔 ノ

主 ') ま旦 ノ 凸モ ノ 土械ニ上岩逮

ト ア ナ l陥 ヲ 次雨 ト 的尺ニ 流 皮
ミノ －・ノV r 問 ノ 水ナ ーー ーー ..＞，、

一一 極

ア 波 ζを ~ .＞、貼 ヲ ') 粉港噴比 メ

卓ー泥 定ス ニ i昆 シ砕 ス石 シ プ

越 j閑流 ノ ｝於 シ 屯 三／ JV ノ 危大

風流殊 方面ア ブ ノ Jテ 穴降除 一司・、
/ 動 ーー 向 ェ 之 泥 ナ粉 多下 ノ ？昆

.~ ジ某 殆 ヲ 土ノV 末 ク ーー 度度

ーー タ 流 ヲ ン識 ト ヲ ト 春由却亦

左 ノV 勤 有 ト 別 ナ以ナ 在 ヲ う？ 甚

右有性 手ノ 同 ス ク ブ 9 セ プ 大タ

セ 様 ノ 一等 JV シ会或 Y 生ナ 高

フ ヲ 定 ノ ::r モ瞳 J、 セ ヲ ク、
ノν 示 テ ノ ！享 ト ノ殆噴 JV 第其、
有 J毛 JV 地 ヨT ヲ ト ン 出 園十流

珠 ご忘 積 ヲ 得物 ト 克 錐ニ 出

護主 ノ ヲ 以へ質均斯 形及 Jミ

火 J、 流 Jテ シ上質 ノ 叉第 JV

山 表 レ堆 殆 ーー 2事 .＞、 四 ヤ

ニ
四



石 JV E量際 J、 白 J、 !k タ J:k ノ 十裂附
、 、

塊克 ーー 出凝色石山然 ヲ 爆一 ノ 近

ノ 新存韓国 ノ 塊 附 ν 見裂里降 J、

大 ヲ 在 ノ ノ 会：ト 返 タ ノ ナ茨咋

ナ 1噴スー際長地 ノ モ ヲ 際 9 J、今
、 、

d，、 出ノV 部克石 出地其又ニ某昆南

普ス岩 ヲ 新及 セ ーー 分三 J、後布東、
通 JV i堤破 ヲ 黒 フ 限量十東 モ臨風

業 一宇 ノ 壌放色 y フ J、一方多越多

長 ヨ 破 ジ 出 ノ タ JV 事足 日 f'.1 ク雨 キ

サ ？ 片飛 、ン輝 JV νJ、竿此騨 ヲ
、

~I :r ナ散タ 石石 モ北里方ノ 以
、
厚之 ク -1!: 3ν ノ 塊 少風 ノ 面方ア、
ナ ν 是 シ結班 J、 量ア蕗 ーー ー叫 降

並 ヲ L〆 メ 果品 主 一一 9 一一 向及方ミ

ユ知英タ ト ヲ ト シ シ建 ヒ ・へ J、

- JV 昇ノV シ碁 手／ ブ ヲ シ！~ 9 多、
尺～騰モ プ 布ア 一以北 －J:R 有ク

以 手ノ 叉 ノ 多 J屯 濃 ニア束セ珠北

内 d，、 ーー 孔ノV 瓢 舟南仲 9 獄 西、
ノ 降 シ航輝色 ノ 方洞ニ火 ノ

よ司王 下二テ ヲ 石乃 ｝享約爺十出方
、

ノ ス他呈安至 サ三附九 ヲ ーー

一日 2ν ノ J屯 出駒 ユ里近 日 距披
、

二五

シ ユー其岩紫 達 ノ ーー 朝 Y カ

プ 際ハー ニ色 セ蕗 Z壬 第 :::r 9 

一 シ 1也 J、麗 ノ JV ニ少十 ト 第

尺 扱中破 ま／石 ニ丘 降最五貫一

以 股 深裂 多基 ノ 灰 ノ 火ニ 問

上 セ ヨF ノ ク ーー ..＞、 -1!: 降孔約爆



然物骨盤気孔個有 柱穿ノV ナ 一一
JV ヲ プ ノ 孔 ーー 所珠 ？氏タ 能ノV 蓮
ーー 以熔弱 ノ シ ノ 華ま ノ νJ、 多ス

今ア 岩貼存 ブ 弱火 凹 :7 ヨF 角ノV

同 開 ヲ タ 二え 他貼山七 、、、
蜂 ？ 形 モ

ノ ili 流ノV JV ノ ア ノ ヲ ノ キ ーー .l 、
破ナシヤ慮~ 9 地破鴬主主西シ J、

裂 ν 方正明 J、 J、ト質裂セノ湖ア之

此J、 居ノV 砂ヲ Yナ 卸チ 央中 云フ 構遺 J、 庭ノV まキu昨ノ 彼ノ 見ヲ

所ユ i年ノ地火ヲ上原多光金紡 JV

謂拘ラ事殻孔符ョ因シ景毘錘龍

t出 フ 三ノ 震 ノ 丘 r、、． ヲ ヲ 羅：形 J、

質 J主 タ ナ 外 γ コミ 墨堂又ナ、
~l時依 ；v ？ 部商ーへ ミ／ ノ J、 9 、 、
i窓然鹿又 北 J、 ，」診、 又屋十｜容 ヨE

、
上． ナ 火内雨 Qp 有 落背 国形
ノ 三ノ ;v ::.fL 部外 チ 珠 下 2え形蹴

易易 ブ ヲ 原 輸大器 セ 床 ヲ J、

京I~ 弱以 J、 ノ 山有火 ノV J、 呈多

ーー 思占 コT 印交 ト 珠山 地落 ス ク

於タ ~ チ 通 ノ 議地 面下ノv ＿，、

ブ ノV
J、従路間及方 ーー シ ごE 稜

セ ヲ 諸来ナ ノ 小 一司 ノ、 タ ノ 角

ス 見積 ノ ノレ火有 J、 摺 JV J、 ヲ

シ v ノ ょ）（ ヲ 孔球少 鉢石一帯

ブ サ 火孔以原議ク 7~犬塊 モ ヒ

北ノV 出 ーー プ ナ ノ ト 又 ノ 之不

，界 ナ i民 シ其 9 1員 モ ，＞、 鴻 ヲ 規、
国 見則JIB.t リ 出 :t 地噴気二 ーー、

一一ムハ



易 ジ ，、、 盤爺 v 加 出 証主lJ 一一 盤議出

ヨ子 プ シ最湖 _., ）捺 ノ ーー ヨ号 主務；｛ シタト、

右輪 1所 湘 果 J宅三 ーー 深理深於比 JV ;J 

ナ爺 ジ不面 土d~ J一E炉ll. I玉rr:乙 ブ ！峡 J、、
ーー i時；山

~ 1&1 プ 安 ス 線士大此 的 ジ )Jl 獄 J 
、 、

蹴 ーー 然；屯 JV ＿，・、 ノ ナ I也 /f~ 現勤火外

ーー 商 フ ーー 方 i朗読 JV 椴安 ーー ..A. 山側

此 ,7; .＞、 ジ商法 ーー i同 ノ 定詰 v ノ ノ

方 ；v j投 7 .＞、 一日 操爺 品 ナ 1は ＿，、 内 i同、
l百方 日 裂恰近 v 11~1 .:c JV ノ 認部爺

一 ｝訂 i問 同： :c ク －＇・、 ーー 不 t也 ーー ユ i制
大品 殆 ノ 一様湖面支方誕地穆 .噌

ナ 大 ン最 ノ シ 爺 ぷ主 定 ーー iぷ盤 r1't商

JV ナ -i: 盤、 プ ¥fill JV ナ 多 J、 ノ ス Jミ

裂 JV 間容出 Z手 J、 意五 ノV ク rt！じ最 JV JV 

同裂 tt~r 易 一四 在一分蕗之田、．
よな 火方

ヲ ナ 一日 l臨 !! ノ ナ 戸，、 ヲ ヰf イ：.： !lJ ーー

ヲ ク ~！.： メ ;J i：臼 fiJ 見 J!iと安カ illi、
シ g: w 三ノ /V 然落 蕗 Jタ 附定／f~ 9 

3? ..A. Jll ｛！｝議 v i自i答 ナ 近 ナ穏タ、
9 －～ 曹と ，ー、、． I也 .＞、 一日 フ ノV 而 J ノV ヲ ノ1〆

::i..~ ノv £¥・ ノ 貝リ る〆 JV ヌJ シ j器部早川

・t 主主 j出蕗 まII チ ブ 一司 脚 ト ブ IU 分 ジ何

.＞、 i.'fi長ナ ヨF 有抑l臨悶有 一戸 ーー ゴt ソ

二七

i出 －＇，、 Ji’主"' ？ i銅 珠 f走路： J、 珠 l恥 斜 配 ； ヤ

rj• ;fJR 混lfJ 係批 ノ セ 、 者説 メ 十時： 巣、
ーー ノ ノ "A ヲ 火総 サ 有火ノV ヲ

－~；~最紡 フ 有 山 果 JV ；味 出 さ量 生 ジ

結 よ忘 ~~ ヲ ま／ ノ 一由 へ 添i足 ノ I也 ス ブ
、

-C: H& 孝子 地 ~l司 事長 ジ 』 に 四 ノ ;v 地
、



燥 J、 手〆爆生 手／以 ヲ 爆 frJ ー 及 ノV

裂 之 J" 裂 セ タ プ 以裂徴 ノ 第克 i 

度 一宇 従 一時 シ JV 起 プ 作 ノ 裂三新
j長 反 ア 費十 ーー リ 会用著鰭火 ..＞、

、
ノ人 シ 主主泊五白話 ク 明大 ナ まL 71 
被 タ 及 ジ 倒ノV 衣 格治 7喝 9 ノ チ

害被 JV * 主主 ノ ナ 十結ニ 9 ジ如之
＿，、 ＿，、 J屯 ヲ t混 リ 数 まノ 十 主ノ ＝宝 キ 一明、
制寄質所 裂若間 タ 二割 ト 説沿

ノト、. 一日 ノ ス 作 事ノ 略 tl〆 年合 ヤ v 7 

ー 不 Jjミ レ用七 同 ーー 態 一一 ごま プ

少 章容 J、 カ 月 様 ア 梯破 其 噴

ク .:c 英一二 ナ フ 出 壊 初 出

某 今破 n寺十 JV 的ノ J主 ノ J、 ス

方 きド El 主長 一時 五破 シ 磁t~除 闇 JV 

前． テ ヨ 的 同 日 裂 J" 裂裂 形 占＞、

..＞、 リ リ 作一 ヨ ヲ 初 ーー 作 乃 自

E邑 盗用筒 , 震 メ 於用 至然

"A J、所八 ジ甚 ク ノ 日活 ノ一 一一
西 フ 多今 一宇 月 且 ミノ JV 強 園 勢

？踊 へ大悶起こ 7 ク カ 大 形 ナ

昨ド シ ナ ーー
, 日 其激主H ナ ノ , 

、
ーー ヲ 比金 ーー 破烈 ク フ 間 £炉t

限 色ノ ジカ至裂 ナ 賞サ 所 ナ

JV ナ プ ヲ JV ノ フ 際 ？ ーー ノV

フ 護問問 場 サ 初 三／ ア 哉

: :z:;; ン ーー 一 ーー 所ノV メ 一，、 フ 第

プ ーー 激筒遂 ヲ 破 ノ 蓋 ニス 一、
定 寅烈所次麓裂一 三ノ シ 第

支 際 ノ 成夏 ヲ 暴某 ブ 一一』 一

二
入



一一~ kι 、 等間石 ノ 件一地穫ナ、 、 、
長螺前向 ノ 接崩 板 へ 戸 約 殆 シ

シ 裂徴 7 京事 ノ
、 、

落塀ノV 家ニ シ商

且作 有 ーー 被 ミノ ノ 地畜十 ト 湖
'/ 用 ジ珠最古被害ア 破震敷町皆昨

屡 －＇齢、 ア j訣 リ ト 選法 ノ 頭歩無ニ、
明敢 ノ火さPttらU シ シ路 セ 被ニ 其 ノ 於
出 ブ 地山 モ ア ヲ ノV 害 シ他田 プ

l 初 震 爆 ノ ..＞、 坦 =c ..＞、 ブ 家 畑 泥

場 同数裂 決或浪 ノ 蛇宙産約疏、
所 ノ 日 －＇・、 事ノ ..＞、 、セ 相I 田湖 ノ ニユ ノ

ヲ 一帯1 2事： プ 難 1v 異村畔泥十$｝

盤翠 ヨ 々 少 ヲ -1:: 影 ーー J、 流 町 ニ

更 ヲ リ ノ カ 地‘ ノ 奉於殆 ノ 歩埋、
シ 以；頃特 フ 地等置 ラ ン鴻落浪

タ ブ 繁性 J弔 ーー ナ 所土 ニ石 セ

JV 終 ーー ヲ 避 9 ノ 識金！盛 i年ノV

τ2 結 起有 ケ 崩 ノ 減倒双回、
-c 9 J毛 或 JWi 崩 セ 又 等 畑、
二:i; 三〆 ..＞、 紀壊 9 ＿，・、 ノ 約

爾 :::i 家 念五 埋錦三

t是 ト ヲ 碑棟云浪ニ十、
数 開 ノ 民 プ セ荒町

悶 チ ff1J 家へ JV 蕪歩

1L 

、
同 プ 援 ノ シ ご岳 ト 降、 、
様 露 山傾加 ノ ナ 1:k
ノ 聾 腹斜之四 レ ノ

鎚 シ ヨ セ燥戸 JV j事
、

動 タ 1) JV 裂宇森 ーー

ヲ JV 疋包ZヨXI モ 一日 i賢林牧



・1ト ジ除 ス ト シ ヲ 今 五 四ニ忌、 、 、
;iノ プ 勢ノV 云ア .r2~ 日 1;＇るYI・ ナ前暁

所 樽 ヲ 工ヨ フ 放ス 一日 裂 Y 徴 火
ナ 高官 l!l.'i ヲ 散 JV 於 作 三J 3 ヨL

附 リ ill 気 榊 得 セ ＝主 ブ 用 ::r 戸〆 ノ

式 孔前へ JV ＿.，、 Jt ト 地位

録 ナ ーー 山 シ ヲ ナ 破 ·~走 震置、
JV 止 ノ 然以 ク 挙2 的 ノ J、

、
カ よ‘ 虫11 1〆 プ t也前 t〆~ 比略

判lJV 占？ ヰf －・ー． 4主：·~ 駿 東

羽： 主子 ごを モ珠 ーー 極 ナ 的西

吾妻 ノ 火獄穆 メ ？ 激 ノ

妻 山 ア 山 ！k ~ti ア シ 烈方

出 ノ '} ーー 出 －ヒ 多頁 ヲ ナ 向、
式或u或 ヨ ノ JV 繁 以 ヲ 一同
ナ ヨ？ ＿，、 ヲ 政克 ナ プ ジ排

JV ごE 一 ア裂期 '} 被 ーー 手lj

ヌJ ノ II寺 J、 ＿，、 ノ シ Sド宝ニSヂ 拘 Jえ

J、 ア 者 iWJ 詑如 地 ノ フ ノV

ぷト リ ク ーー ーー キ 底＂＂＇追与 程 .A ::r 
、

日 1市 J、 熔一 モ ノ 度 寂ょ ト

一日 ジ数後段十如 ニε 裂

於 プ 次 シ落五 キ Jt 作、
プ /}f 一 後 ヲ ノ モ 戦 用

i調珠燦 ニ告爆殆 的 .，），、

吉 林山 刺~ 峠路 7 裂 ン J:t 
。

Jえ 火一 Z、,.. 岩タ 火 ナ 較

;v' 山 後 ヲ ノV 孔金 リ 的

古島 ブI ーー 逝 モ ヲ ク まノ イ政

果某 出 ノ 通之 ;@f3 
！， 
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ト ヲ 住震此 ト jf:!; .7. 経都室
シ潟民動 日 ナ 日 過度蘭
ア ジ漸ヲ 湖 ;v 有 ヲ北警

恐若ク戚畔 =-:: 珠 生 日海 察
怖ク不 シ成 所縁 附 ノV 港署
lセ J、安其丹七謂 山 七銭 ュ藤長

シ避危問 ーー 月微麓 月 ノ 足ニ飯

モ難良数於二震各ニ ノV 報回

ノ Jえ ノ ニァ 十微村十 モ告警

ナ Jν 念十 J、二勤務一室 ノ ジ淵

？ モ ヲ五 午日 エエ日 ア ~ ノ

ノ趣向前 遇於 蘭 JV y 七

ア シ 、：＝. t、命 吾そ ‘ う？ 警 ヲ 電月
JV 有建時 3、 ... ，、 察 以 文 ニ
.::. 珠 シ其 日＼~ 署 プ J、十、
歪蛇内他 勤 長 今 相 一
v 回強 ーー 及 飯 奉待 日、
') 長袈i於 j也 回 考ア ヨ、
是 流ナ プ 震 警 ノ 今 9 、
v 恥 JV J、 ヲ

if~t 
潟 同 八

有瞥号 午 Ifill ユ 有 月
ノ

珠 ノ ノ 話1 セ 附 珠 四

議村一九 ν 日
鎌議 日

燥 民 同 時 屯 誌、、，J、 ト 火ニ
裂 J、 ア 頃 ノ シ山至

ノ 避 9 ヨ ア 7 破 ノV

前難 シ ヲ JV 之裂日

!}[$ ノ 一ー P烏 ト ヲ ノ 誌、

ナ準依勤 ノ 附蹴及
') 備 ') 及 ::r 記況其



砂生田震此 事J 金 ミ／ ト カ ζ忌此
及シ 村 ヲ 日 タ員総 ヲ '} ノ 日
玲テ ーー 毛震 ヲ 事告慮シ車震
水崩 ア合勤 ケ ヲ , 

カ 馬動
ヲ焼 ρ 蓄盆 ア蓄を村念相百

股 シ午 λ
、、.... 強七 避シ長電腫六七

出又後 ヲ 烈 月 難ー ヲ ーー !? 同月
ジ有九算 ト 一 者般妻子接ニ 内二一井珠時ス ナ寸a ノ 住 署 ー シ 至 強 十

水村 / Jl〆 , 
四 救民ユ本 ν 震三

藩ニ 強 ニ 皮 日 護 ノ 招 麗 9 十 日
シ プ 震歪数 及八キ署此入、
グ務署 一由 ν ー 立九住長時間

其内 7 ヲ 百 退部民来迄鳴、 、
量畑煉矯十 後 J、 ーー

, 伊動
ヲ t世克ユ三 ノ 郎劃協建 ト、
3首選議有岡 盗夜 シ議村共

シ路 ノ 珠内 難 避 任 ノ ーー ーー

且等倉操強 警難意上於震
ツ ユ庫頂震 防 シ遜其 ア動

i回無及上六 井タ難盤 J、起

濁数土 ノ 十 火 )J 方 動 未 ヲ、
ミノ ノ 識岩二 災 此 協 災 タ F世
タィ、 ノ 石岡 議夜商筈避近，，．、, 

峻外ー強 防警 ジ ノ 難住

孔壁部震 ニ察村及ス 民

ヲ ユ崩中 徹ュ長ホ JV 避

生亀嬢ユ 管於之サ 毛難

シ裂辛ノ精 哲色 ；テ ヲ ν ノ .A 

土 ヲ此強 事 J、諒ヨ ナ JV



ア ヲ 床午 ノ 子小一此 度 ト 大

？ 1' 丹後壁多串岡 日 警 シ井、
！~ ~市十 ーー ク校牛震 告ア上、
9 賓荷時轟外 － 々 後 勤 ヲ三理

ト 見地大裂 ヅ 内四 ノ 鶏盟事
，じ 者背鳴 ヲ ν 御時高七 事／以士

月 ノ後動生倉 異 国 皮
、

月避内盤

一 言 ノ 起 ジ庫影十叉二難 ノ識→ 

十 一・－ 金 9 墜外奉舟前十 ヲ 地技
”よ4・ 依毘三落 壁置 ノ 日 五賓域手／、

、
日 ν 鱗四 J屯 ノ所震 ヨ 日行内 II!露

J、山十 y 幾去る勤 9 シ居下

英 ニヨト ε 部国 ーー 強 タ 住警

際腿誕／ 陵地依烈 リ 者部

果裂過 iア落内 ？ ーー ，，、・a回．

姻噴 ν ノV シ 日 自C ミJ 皆行

高火終ュ ア 露国ア 漣燕
ク 口 .::.. 至 接戦村英 難 Y
勝出有 ν 近役 ユ度 セ避

9 現珠 ？ ~ 紀於数 シ難

火 シ議 JV 念ア 百 ム ーー

光ク ~！： 家碑 J、 六 JV 付

ヲ ？ 提 屋倒蛇十 ::! 7 ． 
現是風 ヲ 壊回二 ト ~，、

..＞、 L〆 山 損 シ 第 同 、 有、
シ第北 境各一内 セ珠

且一 酉 シ戸署：強 9 山
、フ 爆方 叉 ノ 常震

、
依ヲ

降裂湖 家 戸 高 ニ ア中
掠司 ナ 区ド 屋降等十 再必
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’ 幽守』晶 F 叫 d 田宮 胴e ，， 噌晶

J}b 。T シ ノν 二回限此 出 ;J タ J}b 

迩
、 、

日 メ F、 十 ニ裂 日 現然震 日
J.理民司3 本又 ジ 五 シ火午 シ ν 勤午

動 村自C 日 7”口 前 .j,7 ト ノ 後

一 住 国 ,I 以中 ヲ 一 ノν モ 同二一‘ 一
十七 民本大燕強 生 時 七 l!fi 蜜数時
，七 月 越村井銃震 シ大月 火際 詳 略

I司ニ主fg 一 _[: ーー 二タ i山Jg 一一 口 ーー ナ 動

強十 r-f-t プ 理教十 ヲ勤十 ョ ・於 フ ア、
民八盗 ，；.、

串間四是起七 '} プ ヨF ヲ
、

十 日 難2 一士 ノ 同 レ ？ 日
.；＞、 • .＞、 レ金

一一 事 家 ノ ：限 ア第午 熱 百 見

i司 ｛~＼： ノ 定；裂 ？ ニ後 議問 モ Jiff 
ーー 一武見民 向四 一由 以凱 ノ

ミJ ごEミ 任 ーー 火 ノ 時 "/J（上測 奥

プ ナ 者依 口 爆 ーー ヲ ーー セ 及

午 :)J ノ ') ヲ 裂 2え i昆遠 ；v 宰

関口 ヲ 、、、 伊生 ナ ヒ シ セ 数揮

七 シ 伝達 シ '} 昼 !-? ノI〆 .＞、 一由
時 締本今 ト 諜 JV モ ニ 新

ヨ セ 村後 .A ノ "t: ノ 十 一由、
ヲ シ越大 比横 ノ 、 五 二

大 よー 謂G ナ 日 手 洗如向佃

鳴 ノV 者ノV 地西 出シ中、 ノ

勤 :::1: 査 襲 震湖 セ 而強燦

起 部勤 総 昨 9 三 ／ 震 裂
四

') 、 ヲ 災 数 一一 ト プ 十 JL
午 ナ復害 八 二 云宰ニ ヲ

後 v 蹄ナ 十倒 フ εF町Fn 同 生

，入 9 セ カ 五 ノ ーー ナ セ



I Jrb 復士 ナ ク －・、 薪； 山 f阻止b 一日 時
日 鵠t ノ エモ d、、 5孟 ーー 背 ヲ 日 一 ーー

ー．x民<"• t よ，！，！首長t、 ヲ :JI 亮I! ~面生震 都！至
窃i シ 見 ｛呆 フ ーー jV  一申 シ 勤 ヲ リ

JL メ ーー 士z 7・ シ 間 ブ タ 十 生漸
！司七夕 {}( コぇ f V ブ ナ 11~！ ' 三七 tノ ク、
内 H ヲ リ ~＂！：： ごを 石 リ フ1＜.弦間 n タ 賞：、、句園， 、
強三 虫じ 日 ノ ヲ !}( ヲ ーー 内ニ ' 皮、
設十 国 ノ ア 降 口 距 宝 強十是 ヲ

一 日 ホd" Mえ y フ 数 ノレr

' 震九 レ F ~＊ ．．明司
、

［叫 本 iJl ;m シ 一 I民一 第 三ノJ、
一一

ーー 村 ーー ーー ）！.. 前 ニ火同 四西
シ 'Ji 故英 ，，.、 拐町 ノ 午 同 i朗
ブ r~忍 ミノ Tf 1'1c ノ ／ 阿古1IJ ノ 畔

~i ,l, 今建立 ヲ ま！！ 位域五 j張 ノ

JIた イ 後 ヲ ヲI~ ク i?!: ;ri!J、 m寺 裂 df'1、
ナ 向 ノ 部3J 、 f日h』7ひJ ーー 一臨 、子 ーー

シ i[1iJ 縫去を シ よ‘ シ 定抑j , t器
燥 爺勤 ス 混ノV

、 プ セ 自宇 ト 裂

＊~ ；仕 ナ ノv 51£ ζ正 東 J V 束 J主 1!.t'i 
ノ ”Iを1;; キ ヲ ヲ 日寺 西 ごE 九 火

光 村 ヲ 持説L 一司 一－ ノ 山 日

駒；°？点， ~1： 推 .A コζ 経虫 、 脇 一
ヲ ~J1U 定故等勤束如 ーー ｛加

見 爺 シ ーー 免 三／ 九 ク r.x~ 及
，－ー、

ン ノ 大 多 除一 出 自P 裂 西

迎夕i二少 ーー 主査 ヨ チ l民 九
シ 難上 ノ 三／ 一一 , 

ヰヒ 火 山

プ 民運諜 コテ 表金民 口 ノ

＆を ヲ 事 , 
返夏見毘風一 3長



ナ此 草 ノ 此 ジ ？ 事／此 ヲ 山
リ 日 菓股 日、 メ 妊 7 日 百己 ス

比午 樹火弱 タ 瞥前震 置 JV

日 古IJJ 約 口 震 9 村 日勤 ミノ 毛

！民三 査 ヨ
-L 

宇 ュ四 ア ノ，、、

姻時入千 9 同八 瀧比同七取 ア

九頃 月 本多 ア 月 .l ジ中 月 締 JV

ケ 西 ニ ヲ最ノV ー 下異強三 ヲ ヲ

所九 問 埋 ノ ノ 日 瀧放震十混以

ヨ 山 設混 、、、 )' ナ ーー サ プ

9 I シ洗 ーー ”k ヨ号 同 日 ま／遁

起頂 知i ヲ プ 東モ噴 ム路

リ 上 地？胡著 湖 ノ 姻 ノ

其 ーー 約水 ジ 目宇 、 告を 要

他ニ ニ迄 ヨF 蛇如ナ 所

異倒 十流異 田 ジノν ーー

放 ,/ 町出扶 せ佐火 登

ナ爆 歩 v ナ ぺ藤口 山、
手〆裂 ヲ 1事 ヨ号 ト 大三 禁

1峨 損ユ 毛 ト 井個 止

火 失 家噴 JV 上輸 ノ

口 セ屋畑 床」 ニ稀 桟
ヲ ジー盛 丹理少 子I主

生 ム 棟 一曲 避事ナ ヲ

シ JV 附 事〆 難士 y 2毒

l民 ユ麗 プ 民 ノ 火 事／
．、‘，、

姻 宝建西 ヲ 意口 且

最 v 物 九 復見ユ ツ

司E ？ ニ山 蹄ニ佃 諮

盛 棟脇 セ依ユ 査



震小 此 ノ制 シ後夏ノV 此

勤官 日 警止 ラ予ミユ モ 日

国只 多 戒セ 死 時 警 ノ 暁

域今 少 ヲノV 残 頃 戒 幅 畑

J、嘗 附ノ 蟻ニ セ 室磁二六

三地 七 室 長 震 入 ニモ ;; 蘭域町個入、
旦着月 ノ 動月 セがj 本町 ヲ 深所月

四大ニー ア 四 ？ ラ人大縮ナ ヨ 一一
方震十一 , 日 J主 J、宇ノj、 八 , 日
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